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片面が黒，もう片面が白の正方形の板が 9枚ある．これらを，横 3列，縦 3列に，

すべて黒が表になるように並べる．さいころの出た目に従って，以下のように，ある

1列をすべてひっくり返す (すなわち，白になっているものは黒に，黒になっている

ものは白にする)．

• 1が出れば上の横の列にある板をすべてひっくり返す．

• 2が出れば中央の横の列にある板をすべてひっくり返す．

• 3が出れば下の横の列にある板をすべてひっくり返す．

• 4が出れば左の縦の列にある板をすべてひっくり返す．

• 5が出れば中央の縦の列にある板をすべてひっくり返す．

• 6が出れば右の縦の列にある板をすべてひっくり返す．

たとえば，さいころを 2回振って最初に 1，次に 4が出たとき，板は次のようになる．

→ →

(1) さいころを 2回振ったときに，すべての板が黒になっている確率を求めよ．

(2) さいころを 3回振ったときに，すべての板が白になっている確率を求めよ．

(3) さいころを 4回振ったときに，下の図のようになっている確率を求めよ．

(18 東北大 後 理 3)

【答】

(1) 1
6

(2) 1
18

(3) 5
81

【解答】

(1) さいころを 2回振ったときに，すべての板が黒となっているのは，同じ横の列または同じ
縦の列が 2回ひっくり返されるとき，すなわち，2回とも同じ目が出るときである．求める
確率は

6C1 ×
(
1
6

)2

= 1
6

……（答）
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• 1回目はどの目が出てもよく，2回目は 1回目と同じ目が出るときであるから

1 · 1
6

= 1
6

(2) さいころを 3回振ったときに，すべての板が白となっているのは，3つの横の列または 3

つの縦の列がすべてひっくり返されるとき，すなわち，3回の目は 1, 2, 3が 1回ずつ出る，
または 4, 5, 6が 1回ずつ出るときである．求める確率は

2×
{
3! ·

(
1
6

)3
}

= 1
18

……（答）

• 1回目はどの目が出てもよく，1回目が 3以下の目が出たならば 2回目，3回目は 3以
下の残り 2つの目が出る，1回目が 4以上の目が出たならば 2回目，3回目は 4以上
の残り 2つの目が出るときであるから

1 · 2
6

· 1
6

= 1
18

(3) 操作の結果，各板は偶数回 (0回も含む)ひっくり返されると黒となり，奇数回ひっくり返
されると白となる．
さいころを 4回振ったときに，対角線上の板のみが黒になっているのは，対角線上の板は
偶数回ひっくり返されて，それ以外は奇数回ひっくり返されるときである．対角線の交点の
位置にある板がひっくり返される回数 n (n = 0, 2, 4)で場合分けして，それぞれの確率を
求める．

( i ) n = 0のとき，条件を満たすのは 1, 3, 4, 6が 1回ずつ出るときである．この確率は

4! ·
(
1
6

)4

= 24
64

(ii) n = 2のとき，条件を満たすのは 2と 5が 1回ずつ出て，他の 2回はそれ以外の同じ目
が出るときである．この確率は

4C1 ×
{

4!
1!1!2!

·
(
1
6

)4
}

= 48
64

(iii) n = 4のとき，条件を満たすのは 2と 5の一方が 1回，他方が 3回出るときである．こ
の確率は

2×
{

4!
1!3!

·
(
1
6

)4
}

= 8
64

( i )，(ii)，(iii)より，求める確率は

24 + 48 + 8
64

= 80
64

= 5
81

……（答）


